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常陸大宮市史資料叢書 3　古代・中世 1
佐竹一族・家臣系図　常陸大宮ゆかりの諸家

A4 判　200 ページ　1,500 円
令和 7 年 4 月 7 日（月）販売開始

『常陸大宮市史資料叢書 3　古代・中世 1　
佐竹一族・家臣系図　常陸大宮ゆかりの諸家』刊行！

　本書は佐竹一族・家臣のうち、市内の地名を名字
に持つ氏族や市域との関わりが深い氏族の系図・由
緒書計103点を収録した資料集です。4章構成と
なっており、収録内容は次の通りです。

【１章】　佐竹本宗家
【２章】　佐竹一族：高部（檜沢）氏、白石氏、長倉・上

平・大沢氏、小瀬氏、小場・前小屋氏、小
田野氏、小室氏、宇留野氏、佐竹東家

【３章】　佐竹家臣：青柳氏、泉氏、鷲子江戸・江帾・
布施・石川氏、小貫・潮田・小林氏、加志村
氏、立原氏、田村氏、鳥子氏、中田氏、長
山氏、野上氏、平沢氏、諸沢氏、山方氏

【４章】　由緒

　１章には佐竹本宗家に関わる史料を収録しまし
た。特に「源氏系図」（甲神社蔵、市指定文化財）は、
巻頭に写真版を掲載しており、市内に残された中世
に遡る系図として今後の研究に寄与することが期待
されます。
　２章は佐竹氏の一族とその分流に関する史料を収
録しました。長倉氏が改易された経緯を記した「長
倉氏世系之図」、佐竹東

ひがしよしかた

義堅・義
よしたか

喬の頃に山方城主に
なったという伝承を記した「東家家伝抄」などが収録
されています。

　３章は佐竹本宗家や一族に仕えた家臣を収録しま
した。小貫通定が部

へたれ

垂城を築いたことや小貫俊通が
佐竹義元に部垂城を奪われた経緯などを記した「小
貫氏系図」、野口氏滅亡後、野口氏重臣青柳・泉・田
村・中田氏が野口城を管理していたことを記した「承
伝口上之覚」、佐竹東家に仕えたものの、秋田転封に
は従わず、地元に残った立原氏の由緒を伝えた「立
原氏由緒書」（市指定文化財）などが収録されていま
す。
　４章には中世半ばにおける佐竹家臣団の由緒が分
かる「康応記録」・「佐竹譜代記録」が収録されてお
り、佐竹家臣団研究の進展に寄与することが期待さ
れます。
　この他、多数の史料を収録するとともに、内容・
特徴が理解できるように各史料には解説をつけて読
者の便宜を図っており、たいへん読み応えのある一
冊となっています。
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▲源氏系図（甲神社蔵）
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